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5 グローバルCOE共 催シンポジウム：心に関する全日本ネットワークの構築

Symposium by Global-COEs "Organilzing a Japanese Network
on Kokoro(mind)"
開催日   2009年8月28日

企 画 心に関するグローバルCOEネ ットワーク(お 茶の水女子大学、玉川大学、京都大学、北海道大学、慶應義塾大学

講演者  内田伸子(お茶の水女子大学グローバルGOEプ ログラム 格差センシティブな人間発達科学の創成)、
誠坂上雅道（玉川大学グローバ

ルCOEプ ログラム 社会に生きる心の創成～知情意の科学の再構築～)、子安増生(京都大学グローバルCOEプログラム

心が活きる教育のための国際的拠点)、山岸俊男(北海道大学グローバルCOEプロ グラム　心の社会性に関する教育研究拠点)

 2009年8月28日 第73回 日本心理学会(於 立命館大学)に おい

てクローバルCOE共 催 シンポシウム 「心に関する全 日本ネ ノ

トワークの構築」が開催 された。「こころ」に関する5大 学の

COE代 表が各拠点での成果 を発表 し、 ネ ノトワーク構築にむ

けた意見交換が なされた。 また学会展示場 では これらGCOE

拠 点の出版物等の展示 ・頒布が行われた。

 現在心 に関係 したグローバ ルCOE拠 点 は5つ あ り(慶應 義

塾大学、北海道大学、お茶の水女子大学、玉川大学、京都大

学)そ れぞれが、教育研究拠点 として多 くの成果を挙げて きた

か、幅広い研究領域での活動を行うためには、これ らが連#ﾟし

て挙国態勢での当該分野の教育研究体制を確立す る必要があ

る。そ こで、5拠 点による 「心に関するグローバルCOEネ ソ

トワーク」構築が具体的な計画 として考え られてきた。幸い立

命館大学での第73回 日本心理学会大会で、5拠 点共催でのシン

ポジウムが開催できたが、残念なか らクローバルCOE関 係者

以外の関心はあま り高 くな く、聴衆も限られていた。今後、各

拠点をハブとする挙国態勢確立のために、このネソ トワークが

すべての心に関心のある研究者にとって意義のあるものだとい

う広報活動が必要になろう。

 シンポジウムでは慶應 義塾大学の渡辺がネソトワーク構築の

趣旨説明を行った後、各拠点の活動状況、どのような相互利用

が可能であるかを報告 し、最後に全体討論を行った。全体討論

ではネ ノトワーク構築の確認とともに今後の共同事業、情報共

有、日本心理学会大会での共催 シンポジウムの開催などが話 し

合われた。その結果、2010年 度 には慶應 義塾大学と玉川大学共

催での国際セ ミナー、第74回 日本心理学会大会での共催 シンポ

ジウムなどが実現する予定である。

 当 日の発表概要は以下の通 り。

●「論理 と感性の先端的教育研究拠点」渡辺茂

 この拠点では古 くか らの人文科学の課題である人間の論理 と

感性の問題を取 り上けてい る。人間の判断 における二重過程

は、旧 くはカン トにおける 「悟性 と感性」でも示 されており、

現代ではダニエル ・カーネマンも二重過程 を指摘 している。こ

の問題 を動物研究や脳科学から文化的制約や美術作品の分析ま

で広 く研究 し、分野融合的な次世代の研究者を育てようとして

いる。

●「格差セ ンシティブな人間発達科学の創成」内田伸子

 「格差センシテ ィブな人間発達科学の創成」拠点は、3つ の

格差 「国際的格差、教育 ・社会的格差、養育環境格差」の観点

か ら、人間発達の時間軸を貫 く格差の再生産構造を浮かび上が

らせることによって構造転換の道筋 を探求するため、3つ の縦

断パネル調査 を推進 している。その進捗状況について報告する

と共 に、心のGCOE拠 点 の教育 ・研究の連携協働の しくみの

構築について提案する。

●「心が活きる教育のための国際的拠点」子安増生

 本拠点は、京都大学の心理学と教育学の研究者か集まって形

成されている。本プログラムの眼 目は、人間が教育 を通 じて知

識 ・技能 を獲得することによって得 られる 「有能感」、自然 ・

社会 とつながることによって得 られる 「生命感」、その2つ を

一定の目標に向けて十分に発揮することによって得 られる 「達

成感」か 「幸福感」の形成に結びつくというモデルに基づ き、

国際比較研究を実施するものである。

●「心の社会性 に関する教育研究拠点」山岸俊男

 北 海道大学 「心の社会性に関する教育研究拠点」における、

「正統的周辺参加Jの 原理にもとつ く若手研究者育成のための

施策の概要 と特色、及び若手研究者育成の実績について説明し

たのち、3つ の中核的研究テーマである 「文化の制度的基盤研

究」「社会行動の適応的基盤研究」「感情の生態学的基盤研究」

の目的及び研究内容 と、これまでに達成 した研究成果について

紹介する。

●「社会 に生 きる心の創成」坂上雅道

 人 の心はそれをはぐくんできた社会を反映する。 また、我々

は脳が心をつむぎだすとも信 じている。 したがって、心の理解

とはそれが適応する社会に対する脳の働 きを理解することに他

ならない。玉川大学GCOE「 社 会 に生 きる心の創成」拠点で

は、人文 ・社会科学 と脳科学の融合的理解をより一層進め、人

の心の理解に関係する伝統的な学問の再構築ができる人材育成

を行 う。

Symposium entitled"Orgamzmg a Japanese Network on

Kokoro(mmd)"was held at annual convention of the Japa-

nese psychological association m Kyoto Each leader from

five GCOEs studying mind introduced their achvihes and

discussed about the network
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